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研究の目的（2020年5月段階）

1. 自分の遠隔講義の改善　→　一般化可能 
• 遠隔講義は教育の「棚卸し」 
• 従来の講義の延長ではない（藤本かおる先生） 
• 講義資料の作り直し。教育方法の全面的な再考 

2. 試行錯誤のデータが必要　→　授業アンケート 
• 学生の反応をフィードバック（改善） 
• 遠隔講義の長所・短所・感想（自由記述） 

3. 「YouTubeアナリティクス」の活用 
• 学生の学習行動の系統性の理解4



研究の背景(１)：YouTubeアナリティクス
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レポート課題の 
説明の時だけ？

https://twitter.com/y_mizuno/status/1288696779605565440


研究の背景(１)：YouTubeアナリティクス
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それほど単純でもない

それほど単純でもない

https://twitter.com/y_mizuno/status/1288696779605565440


研究の背景(２)：「教育系YouTuber」(ヨビノリ)
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水野註：そういう時代になりました。

https://twitter.com/y_mizuno/status/1288696779605565440
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https://www.nii.ac.jp/event/upload/20200605-5_Uehara.pdf

出典：「慶應SFCにおける遠隔授業と アンケート調査結果」慶應義塾大学 環境情報学部 准教授 植原啓介

アンケートの例：慶應SFC

https://twitter.com/y_mizuno/status/1288696779605565440


研究の背景(３)：アンケートも多いが…

• 特定の「先進」大学の結果だけ（大学の個別性が不明） 
• 「1回」の結果しか分からない（推移や継時変化が不明） 
• 平均的多数派の「パターン」だけ（分散や多様性が不明） 
• 「自分の」講義はどうするか未決（教員の個別性が不明） 
• 「教育系YouTuber」との「差別化」を探る（ヨビノリ） 
• 遠隔講義は意外に良い。vs. 対面講義で失われる物は何？ 
• 自ら情報収集する必要性を痛感
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https://twitter.com/y_mizuno/status/1288696779605565440


研究の方法(１)：対象とした講義

• 2020年度前期、5月8日（金）～8月11日（火） 
• 京都女子大学、現代社会学部、 
• １回生対象、「情報学入門」210名 
• ２回生対象、「社会情報学」220名 
• ２回生対象、「数理統計学」　20名 
（この科目は全学共通科目の一つ。他学部生が中心）
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研究の方法(２)：「YouTubeアナリティクス」とは
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研究の結果(1)： 
遠隔講義の長所・短所、多様性

• 社会情報学、第２回、長所 
• 社会情報学、第３回、短所 

• 社会情報学、第10回、長所 
• 社会情報学、第10回、短所
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社会情報学　第2回　遠隔講義　長所
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11：全体的に分かりやすい 
12：気軽さ

• 対面授業より遠隔授業の方が、分かり易い 
• 授業が簡潔、分かりやすい 
• 無駄がなくてシンプル 

• 対面は面倒と思うようになった 
• 休憩を挟める
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社会情報学　第3回　遠隔講義　短所
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社会情報学　第10回　遠隔講義　長所
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社会情報学　第10回　遠隔講義　短所
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中間まとめ(１)：（アンケート）
1. 教師が気付いていない指摘が多い 
• 教師は遠隔講義の長所・短所を分かっていない 
• 自由記述の重要性（想定の設問は作らない方が良い） 
• 遠隔講義の長所は多様 
• 遠隔講義の短所はさらに多様 
• （学生自身も気付いていないのではないか？） 

2. アンケート結果は、時期により、大きく異なる（注意） 
3. （他にも、多様な（未知の）「パラメータ」がある） 

4. これはLA（アナリティクス分析）で明確化・定量化
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研究の結果(2)： 
学習行動データ（VOD視聴の傾向分析）

1. VOD視聴回数の日付分布 
2. VODの平均視聴時間 
3. VODを「何倍速」で視聴しているか？ 
4. VODの「部分」視聴率（「つまみ食い」視聴）
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「YouTubeアナリティクス」とは
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「詳細モード」で 
CSVファイルも

ここは「サマリー」ページ
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1回生 ２回生

２山に分裂

視聴回数の日付分布

２山に分裂
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視聴回数の日付分布（詳細） 1回生

２回生
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義務でないと 
平均20分程度

義務化すると 
平均30分程度
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「標準で得られる統計データ」を組み合わせると、

何倍速か、推測できる。部分視聴率も判明する。
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中間まとめ(２)：（VODアナリティクス）

1. 学生の学習行動は合理性と効率を追求している 
2. 学生の学習時間（時刻）は合理的に再配分される 
3. 1回の視聴時間の相違は講義方法・条件に依る 
4. 学生はビデオを早回しで見ている（推察可能） 
5. 部分視聴（つまみ食い）の傾向にも系統性がある。 
6. LA(アナリティクス)で明確化・定量化できる
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「教育系YouTuber」との「差別化」？
•  予備校のノリで学ぶ
「大学の数学・物理」 

• チャンネル登録者数 
63.4万人 

• １学年全120万人 
• ４学年全500万人 
• 大学進学率60% 
• 大学生全300万人 

• 文系7割、理系3割 
• 理工系90万人 
• 理系大学生の7割も
が登録している
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https://twitter.com/y_mizuno/status/1288696779605565440


中間まとめ(３)： 
（「教育系YouTuber」との「差別化」）
1. 学生は初学者。何が分からないか分からない。 
2. 「予備校」は「生徒」が躓きやすい場所を知っている 
3. 学生の理解が深まるならば、この教育スキルは有用。 
しかし。 

4. 学習も理解も個別的。個別化・家庭教師状態が理想。 
そこで。 

5. 分かりやすい共通教材と、個別指導の組合せが理想。 
6. 難易度の多様な教材開発の共有＋ログ分析で改善 
7. 一般教員もLAにアクセスし自ら「教育改善」が必要
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議論・考察（まとめ）：
1. 遠隔講義の長所は予想以上に多様 
• これらの長所を理解して、生かすべき 

• 短所は、長所以上に多様 
• 教師も学生もまだ気付いていないことがある（多い） 

2. 学生の学習行動は合理的：短時間で高効率を追求 
• この傾向は無視出来ない。 

3. 継時的・系統的な分析が継続的に必要（有用） 
• LAにより学習効果の向上が可能 
• （今までの対面講義は一体なんだったのか） 
• （ブレンディッド・ラーニングの再定義が必要） 

4. デジタル化で教師の個別最適な指導が可能な時代 
• 個別最適指導こそが「教育系YouTuber」との違い
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ご清聴ありがとうございました。
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